
21世紀の文学史とは 
―日仏の翻訳事情から― 

日仏図書館情報学会 /日仏会館・フランス国立日本研究所《講演会》 

日時：2018年12月22日（土） 16:00～18:00 
会場 : 日仏会館601号室 参加無料・要申込 

 
どなたでもご参加いただけます。（定員50名・先着順） 

名前、所属を明記の上、下記までメールでお申込みください。 
日仏図書館情報学会事務局 ： sfjbibdoc@yahoo.co.jp  

  日仏会館 〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿3-9-25 
 

【交通アクセス】•ＪＲ山手線：恵比寿駅東口下車 
         恵比寿ガーデンプレイス方面へ    徒歩10分 

        •東京メトロ日比谷線：恵比寿駅1番出口 
         アトレ・ＪＲ恵比寿駅東口を経由 徒歩12分 

 
  日仏図書館情報学会事務局 （日仏会館内） 

  Tel : 03-5421-7643 
Fax : 03-5421-7653 

 

     講師 ： 坂井セシル 氏  
 

 日仏会館・フランス国立日本研究所 所長  
 パリ・ディドロ大学 教授 

 

著書に『日本の大衆文学』(平凡社、1997)、 
仏訳書に川端康成、谷崎潤一郎作品等多数。 

今世紀に入り、デジタル技術の影響を受け、

文化全般、とりわけ文学・歴史分野の知識の

構図が揺らいできているなか、どのように、

これまでに蓄積された業績を継承し、新しい

世代に伝えていくのか。21世紀の文学史と

日仏翻訳を例にとり、お話いただきます。

（講演：日本語） 

mailto:sfjbibdoc@yahoo.co.jp

